
 

 
 

 

《つなぐ・つなげる・つながる》 
校長 中村 祐子 

中間試験が終了した９月２６日の４、５校時、宇宙連句「地球人のあいさつ２０２３」下の句づくりを

行いました。宇宙連句とは、山中 勉さん（（株）IHIで国際宇宙ステーションの教育利用を研究主宰して

いる方）が、東日本大震災でつらい思いを体験した宮城県女川町の中学生を世界中みんなで励まし合うた

めに、2011年に「地球上の子供たちを宙に輝く星でつなげる」学びとして、連句をつくり、世界中から見

える輝く星に打ち上げる活動を発案されました。作品は、IHI 瑞穂工場にゆかりのある航空宇宙機器（民

間航空機、ロケット・物資補給宇宙船、国際宇宙ステーション）を活用して、宇宙に輝く星に毎年打ち上

げてられています。2018年度からは、IHI社会貢献活動として、光村図書出版、JAXA他の協力を得て、宇

宙連句づくり（「空をみあげてみよう」）を国内外の小中学校と進めています。2020 年度からは、「コロナ

に負けない」を合言葉に、国内外の小中高等学校の子供たちが宇宙連句づくりを通して、お互いを励まし

合い（「地球人のあいさつ」）、様々な国の人々と同じ地球人として対話する力を育んでいます。今年度は、

7か国（日本、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ドイツ、スペイン、南アフリカ）、３２の小中高等学

校（「星友（ほしとも）」といいます）が参加し、６月末で上の句づくりが完了し、約二千五百首の上の句

と、約十三万文字の星友へのひとことが紡がれました。この活動は、檜原学園訓《つなぐ・つなげる・つ

ながる》に合致しており、下の句づくりからの参加に手を挙げました。新規参加学校は、檜原中学校を含

め７校です。４校時は山中さんから概要説明「地球人とつながろう」をしていただき、５校時に一人１学

校を担当して、上の句の中から｢これは！｣と思う一句を選び、下の句を詠みました。 

＊今号は、「私の好きな詩」に代えて、「地球人のあいさつ２０２３下の句」を一部ですが紹介します。 

 

 

☆彡これまでの取組は、  

公式ＨＰ： 「空を見上げてみよう」、ＩＨＩ×光村図書で紹介されています。 

 

 檜原中学校のホームページアドレス https://rlco.jp/hinoharachuugakkou/  
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引き渡し訓練                             生活指導部 林田 武久 

８月２９日（火）に行った引き渡し訓練では、事前学習で自宅や学

校以外の避難所を確認しました。その後、震度５以上の地震が起こ

ったことを想定し、教室から荷物を持って、昇降口で外履きをとり

体育館へ避難しました。全学年どの生徒も緊張感をもちスムーズに

行動できていました。実際に地震が起こった場合、通信・交通経路の

まひ等も予想されます。ご家庭でも今一度連絡が取れないときの集

合場所などを話し合ってみてください。 

避難所運営講座                            生活指導部 吉井 勇登 

９月１日（金）、防災の日に合わせて避難所運営講座を実施しました。 

前半は講師の先生方から、過去の災害や避難所での工夫について

講義していただき、後半は『HUGゲーム』で避難所運営を疑似体験

しました。これまでの経験や知識を活用して、手際よく居住スペース

を割り振り、より過ごしやすい環境になるように、どのような配慮が

適切か考えました。 

関東大震災から１００年を迎えた今年、ぜひご家庭でも自然災害

発生時の備えや行動について話題にしていただけると幸いです。 

２年生職場体験                           職場体験担当 中村 哲也 

９月１３～１５日の３日間、職場体験学習を実施しました。今年度はあきる野

市、日の出町の６か所の事業所にお世話になりました。村外に出て働く経験をし

て、改めて檜原村の魅力や課題を考えることができました。３日間を通し、生徒

は働くことの楽しさややりがい、大変さを実感し、有意義な職場体験となりまし

た。貴重な体験をさせていただいた事業所の方々に、改めて感謝申し上げます。 

 

 

海外派遣報告会 

９月１２日（火）、檜原村海外派遣事業帰国報告会を中学校の視聴覚室

で行いました。お世話になったムールンバー校での活動や、オーストラ

リアについて学んできたことを、派遣生が発表しました。この海外派遣

で得た貴重な体験を、今後の人生に役立ててほしいと思います。 

ご多用の中、お越し

いただいた来賓、保護

者の皆様、先生方、あ

りがとうございまし

た。 

 


